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１．かぜとインフルエンザ
　インフルエンザはかぜ症候群（いわゆる‘かぜ’）
の一種である。かぜ症候群は、ウイルスや細菌に
感染し発症する病気であり、中でも、インフルエ
ンザウイルスは感染すると高熱をはじめとしたさ
まざまな症状が全身に起こり、感染力も非常に強
いという特徴があって、他のかぜウイルスと大き
く異なる。インフルエンザの症状の特徴は、突然
の発熱である。典型的な場合、39度を超えること
がある。高熱に続いて鼻水や鼻づまり、のどの痛
み、せきやたんなどの「上気道炎症状」と全身倦
怠感、頭痛、関節痛、筋肉痛などの「全身症状」
が現れる。

２．インフルエンザウイルス
　インフルエンザウイルスはA型からC型に分類
される。人にはすべての型が感染し、特にA型と
B型ウイルスが季節性インフルエンザとして毎年
流行する。他の型とは異なり、A型ウイルスの宿
主域は広く、多くの動物（鳥や豚など）に感染し、
主に呼吸器疾患を引き起こす。A型ウイルスの表
面糖タンパク質（赤血球凝集素（ヘマグルチニン）：
HAとノイラミニダーゼ：NA）の抗原性により亜
型に分類される。HAに16、NAには 9 の亜型があ
り、ウイルスの抗原性はそれらの組み合わせによ
りきまる。

３．鳥インフルエンザウイルス
　野生のカモ類は、その腸管内に正常細菌（ウイ
ルス）叢の一種としてインフルエンザウイルスを
保有している。したがって外見上健康なカモ類の
多くは腸管にインフルエンザウイルスを保有し、
糞中にウイルスを排出する。
　カモなどの水鳥が持ち込んだ非病原性のウイル
スは、野鳥を経由して、家きん（飼育目的で飼わ
れているニワトリ、アヒルなど）に感染する。ウ
イルスがニワトリに感染を繰り返す間に、全身で
増殖して、ニワトリを死に至らしめるほどの高い
病原性を獲得することがあり、これを高病原性鳥
インフルエンザウイルスと呼ぶ。
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４．新型インフルエンザ
　新型インフルエンザウイルスとは、鳥インフル
エンザウイルスが当初は偶発的に人に感染してい
たものが、遺伝子の変異によって人の体内で増え
ることができるように変化し、さらに人から人へ
と効率よく感染するようになったものである。ま
た豚に、鳥とヒト両方のA型インフルエンザウイ
ルスが同時に感染することにより、鳥インフルエ
ンザウイルスが変異して、人から人へ感染する能
力を獲得する場合も考えられる。
　新型インフルエンザの症状は未確定であるが、
大部分の人が免疫を持っていないため、季節性イ
ンフルエンザと比べると爆発的に感染が拡大し、
非常に多くの人がり患することが想定されてい
る。それと同時に肺炎などの合併症を起こし、死
亡する可能性も季節性インフルエンザよりも高く
なる可能性がある。

５．大阪府の新型インフルエンザ等対策
　平成25年に新型インフルエンザ等対策特別措置
法が制定され、大阪府でも新型インフルエンザ等
対策行動計画を策定した。行動計画は、感染拡大
のピークと時期をずらすことを主眼とし、新型イ
ンフルエンザ発生早期には限定された医療機関の
みにおいて診療を行うなどとしている。
　各個人においては、季節性インフルエンザへの
対応と同様に、①外出後の手洗い、②流行前のワ
クチン接種、③適度な湿度（50 ～ 60％）を保つ、
④十分な休養とバランスのとれた栄養摂取、⑤人
混みや繁華街への外出を控えるなどの感染予防策
にて対応する。また、インフルエンザにり患した
場合には、感染拡大防止のための咳エチケット（マ
スク着用など）や医療機関への早めの受診などに
て対応することとなる。
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図１　季節性インフルエンザ、鳥インフルエンザ、新型インフルエンザ

表１　新型インフルエンザと季節性インフルエンザとの違い

（図１）新型インフルエンザウイルスと季節性インフルエンザウイルスの違い
（新型インフルエンザ等対策ガイドライン　新インフルエンザ等及び鳥インフルエン
ザ等に関す関係者省庁対策会議発行　P212より

（表１）新型インフルエンザと季節性インフルエンザの違い
（新型インフルエンザ等対策ガイドライン　新インフルエンザ等及び鳥インフルエン
ザ等に関す関係者省庁対策会議発行　P213より）



−　−10


